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２
０
１
６
年
よ
り
姉
妹
校

の
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
学（
Ｕ
Ｍ
）の
学
生
が

本
学
に
来
校
し
て
い
る
が
、

本
年
７
月
１
日
か
ら
14
日
ま

で
、
本
学
の
両
学
部
の
学
生

た
ち
が
Ｕ
Ｍ
を
訪
れ
た
。

　
１
st
ｄ
ａ
ｙ
…
14
時
間
の

フ
ラ
イ
ト
を
終
え
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
空
港
に
到
着
。
空
港

で
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学

（
Ｕ
Ｍ
）
の
交
換
学
生
の

A
neta

とJenny

が
出
迎
え

て
く
れ
た
。
二
人
は
と
て
も

気
さ
く
で
、
す
ぐ
に
打
ち
解

け
合
う
こ
と
が
で
き
、
ホ
テ

ル
へ
向
か
う
タ
ク
シ
ー
の
中

で
は
、
自
己
紹
介
や
大
学
の

話
、
趣
味
の
話
な
ど
で
盛
り

上
が
っ
た
。

　
ホ
テ
ル
に
は
、
ア
メ
リ
カ

の
ボ
ス
ト
ン
大
学（
Ｂ
Ｕ
）か

ら
の
交
換
留
学
生
た
ち
４
人

と
引
率
の
先
生
も
到
着
し
、

挨
拶
を
交
わ
し
自
己
紹
介
を

す
ま
せ
て
休
息
。
ホ
テ
ル
は

広
く
清
潔
感
が
あ
り
、
生
活

に
必
要
な
も
の
は
全
て
揃
っ

て
い
た
。A

neta

とJenny

そ
し
て
も
う
一
人
Ｕ
Ｍ
の
学

生
のN

iall

と
合
流
し
、
夕

食
に
案
内
し
て
も
ら
う
。
歩

い
て
５
分
で
大
き
な
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
パ
ブ
が

建
ち
並
ん
だ
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
の
中
心
部
に
着
い
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
料
理
は
あ
ま

り
美
味
し
く
な
い
な
ど
と
前

評
判
を
聞
い
て
い
た
が
、
と

て
も
美
味
し
か
っ
た
。

　
２
nd
ｄ
ａ
ｙ
…
８
時
30
分

ご
ろ
Ｂ
Ｕ
の
学
生
と
一
緒

に
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
、
ホ

テ
ル
か
ら
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

大
学
に
向
か
っ
た
。
こ
の

日
は
大
学
の
施
設
、
病
院
本

館
をDr.Patel

に
案
内
し
て

も
ら
っ
た
。
ま
ず
は
じ
め
に

大
学
病
院
内
に
あ
る
デ
ン
タ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
見
て
回
っ

た
。
そ
こ
で
は
我
々
の
病
院

の
総
合
診
療
科
に
あ
た
る
一

般
診
療
を
行
う
科
や
、
小
児

歯
科
、
矯
正
歯
科
、
口
腔
外

科
、
補
綴
科
な
ど
が
各
専
門

に
分
か
れ
て
独
立
し
て
診
療

を
行
っ
て
い
た
。

　
次
に
訪
れ
た
の
は
実
習
室

で
、
そ
こ
は
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
中
に
あ
り
、
フ
ァ

ン
ト
ー
ム
１
台
を
学
生
一
人

で
使
え
る
環
境
が
整
っ
て
い

た
。
登
院
生
も
来
て
練
習
で

き
る
。
最
後
に
向
か
っ
た
病

院
本
館
で
は
一
般
医
科
病

院
、
眼
科
、
産
婦
人
科
、
小

児
科
に
分
か
れ
た
４
棟
が
一

箇
所
に
ま
と
ま
っ
て
い
た
。

　
３
rd
ｄ
ａ
ｙ
…
デ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
口
腔
外
科
を

Dr.A
shley

に
案
内
し
て
も

ら
っ
た
。
各
ユ
ニ
ッ
ト
で
学

生
が
２
人
組
に
な
り
、
局
所

麻
酔
注
射
か
ら
抜
歯
、
縫
合

ま
で
行
っ
て
い
た
。
先
生
は

基
本
的
に
監
督
す
る
の
み

で
、
学
生
が
困
っ
た
と
き
だ

け
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
補
助

し
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の

診
療
が
学
生
主
体
だ
っ
た
。

　
放
課
後
は
ホ
テ
ル
近
く
の

大
き
な
バ
ー
で
、
Ｗ
杯
の
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
代
表
の
試
合
を

Ｕ
Ｍ
と
Ｂ
Ｕ
の
学
生
た
ち
と

一
緒
に
観
戦
し
た
。

　
４
th
ｄ
ａ
ｙ
…
治
療
と
予

防
に
関
す
る
医
療
情
報
を
定

期
的
に
吟
味
し
人
々
に
伝
え

る
た
め
に
、
世
界
展
開
し
て

い
る
組
織
「
コ
ク
ラ
ン
共
同

計
画
」
に
つ
い
て
講
義
を
受

け
た
。
放
課
後
は
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
大
歯
学
部
長Prof.

Coulthard

の
邸
宅
に
Ｕ
Ｍ
、

Ｂ
Ｕ
の
学
生
と
と
も
に
招
待

さ
れ
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
を
開
い
て
も
ら
っ
た
。

歯
学
部
長
は
口
腔
外
科
の
教

授
な
の
で
、
口
腔
外
科
の
先

生
方
も
出
席
し
て
く
れ
た
。

　
５
th
ｄ
ａ
ｙ
…Biomaterial

の
講
義
で
現
在
研
究
し
て
い

る
レ
ジ
ン
や
金
属
材
料
な
ど

の
歯
科
材
料
に
関
す
る
説
明

を
受
け
た
。
そ
の
後
そ
れ
ら

を
研
究
し
て
い
る
ラ
ボ
を
見

学
。
研
磨
機
、
光
照
射
器
、

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、
機
械
的

強
度
の
計
測
機
な
ど
を
実
際

に
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
６
～
８
th
ｄ
ａ
ｙ
…
大
学

が
休
み
で
自
由
行
動
の
た
め

金
、
土
曜
日
は
ロ
ン
ド
ン
、

日
曜
日
は
リ
バ
プ
ー
ル
を
観

光
し
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
で
は
大
英
博
物

館
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
、

ロ
ン
ド
ン
橋
、
ビ
ッ
グ
ベ
ン

な
ど
名
だ
た
る
観
光
名
所
を

ま
わ
り
、
ハ
ロ
ッ
ズ
で
は
お

土
産
を
購
入
し
た
。

　
リ
バ
プ
ー
ル
で
は
、
Ｕ

Ｍ
の
学
生
で
リ
バ
プ
ー
ル

出
身
のEm

ily

と
そ
の
友
人

のStuart

に
様
々
な
場
所
を

案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
世
界

的
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
・
ビ
ー
ト

ル
ズ
の
出
身
地
と
し
て
知
ら

れ
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
ゆ
か
り
の

場
所
や
建
物
を
訪
れ
た
。

　
９
th
ｄ
ａ
ｙ
…
イ
ギ
リ

ス
の
Ｎ
Ｈ
Ｓ
（N

ational 
H
ealth Service,

国
民
保
険

サ
ー
ビ
ス
）
と
よ
ば
れ
る
医

療
制
度
に
つ
い
て
の
講
義
を

聞
い
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｓ
は
イ
ギ
リ

ス
の
国
営
医
療
サ
ー
ビ
ス
事

業
で
、
患
者
の
医
療
ニ
ー
ズ

に
対
し
て
公
平
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
国

家
予
算
の
25.2
％
が
投
じ
ら
れ

て
い
る
ほ
ど
大
規
模
な
医
療

制
度
で
あ
る
。
利
用
者
の
経

済
的
な
状
況
に
か
か
わ
ら
ず

利
用
可
能
で
あ
り
、
原
則
無

料
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。
午

後
は
歯
学
部
の
卒
業
式
が
執

り
行
わ
れ
た
。
大
学
の
中
庭

に
あ
る
巨
大
な
ス
ク
リ
ー
ン

に
卒
業
式
の
様
子
が
映
し
出

さ
れ
、
学
生
た
ち
は
そ
れ
を

観
な
が
ら
卒
業
生
を
祝
っ
て

い
た
。

　
10‌

th
ｄ
ａ
ｙ
…
病
院
本
館

の
口
腔
外
科
棟
で
手
術
を
見

学
し
た
。
口
腔
粘
膜
組
織
の

生
検
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
埋
入

の
手
術
、
サ
イ
ナ
ス
リ
フ
ト

な
ど
も
行
っ
て
い
た
。
先
天

欠
如
歯
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治

療
が
あ
っ
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ
に

加
入
し
て
い
る
患
者
な
ら
無

料
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
知
り
驚
い
た
。

　
11‌

th
ｄ
ａ
ｙ
…
歯
髄
に
お

け
る
再
生
歯
学
の
講
義
を
聞

い
た
。
研
究
内
容
や
幹
細
胞

の
採
取
方
法
、
培
養
方
法
な

ど
を
詳
し
く
解
説
し
て
く
れ

た
。

　
12‌

th
ｄ
ａ
ｙ
…
デ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
補
綴
科
の
診

療
室
を
見
学
し
た
。
他
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

製
作
し
た
義
歯
の
修
理
や
、

ク
ラ
ウ
ン
を
調
整
し
て
も
ら

い
に
き
た
患
者
も
い
た
。

　
そ
の
あ
と
見
学
し
た
総
合

診
療
科
で
は
学
生
た
ち
が
患

者
の
治
療
を
行
っ
て
い
た
。

フ
ェ
イ
ス
ボ
ウ
を
使
っ
た
顎

間
関
係
の
記
録
や
、
ブ
ラ
キ

シ
ズ
ム
に
よ
り
過
剰
に
咬
耗

し
た
前
歯
を
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト

レ
ジ
ン
で
修
復
し
た
り
と
、

な
か
な
か
見
学
で
き
な
い

ケ
ー
ス
を
、
学
生
が
診
療
計

画
の
段
階
か
ら
行
っ
て
い
た

こ
と
に
驚
い
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
交
換
学
生

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
終
日
な
の

で
、
放
課
後
に
我
々
の
ホ
テ

ル
の
部
屋
に
Ｕ
Ｍ
や
Ｂ
Ｕ
の

学
生
を
招
き
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル

パ
ー
テ
ィ
を
開
い
た
。

         *

　
私
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大

学
で
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
多

く
の
こ
と
は
、
今
後
の
学
生

生
活
、
そ
し
て
将
来
の
歯
科

医
師
に
な
っ
て
か
ら
も
非
常

に
役
に
立
つ
貴
重
な
も
の
だ

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
改
め

て
こ
の
交
換
留
学
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

（
交
換
学
生�
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）
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Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｒ
モ
リ
タ
・
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞

　
７
月
27
日
か
ら
29
日
、
イ

ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
で
開
催

さ
れ
た
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｒ
２
０
１
８

第
96
回
国
際
歯
科
研
究
学
会

議
で
、
大
学
院
生
命
歯
学
研

究
科
臨
床
口
腔
機
能
学
専

攻
の
五
十
嵐
公
美
大
学
院

生

が
、“IA

DR Geriatric 
O
ral R

esearch G
roup 

A
w
ards

”
に
お
い
て
、

“J. M
oritaPre-doctoral 

A
w
ard

”
の2nd prize

を

受
賞
し
た
。

　
発
表
演
題
は
“Effects of 

dysphagia rehabilitation

 on functional status in 
elderly patients

”（
高

齢

者
に
お
け
る
摂
食
嚥
下
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
生
活
機

能
に
与
え
る
影
響
）

　
五
十
嵐
大
学
院
生
の
発
表

内
容
の
概
要
は
次
の
通
り
。

　
高
齢
者
に
お
け
る
摂
食
嚥

下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

生
活
機
能
と
の
関
連
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受

診
し
た
１
２
２
名
の
高
齢
者

に
１
年
間
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
摂
食
機
能

と
生
活
機
能
の
変
化
を
追
跡

し
た
。
調
査
の
結
果
、
日
常

生
活
に
対
す
る
意
欲
指
標
の

得
点
が
高
い
者
ほ
ど
、
摂
食

嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
効
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
そ
の
効
果
の
予
後

予
測
因
子
は
患
者
の
意
欲
で

あ
り
、
同
時
に
摂
食
嚥
下
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
意

欲
を
中
心
と
し
た
生
活
機
能

の
維
持
向
上
に
寄
与
す
る
可

能
性
が
示
さ
れ
た
。
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日 本 歯 科 大 学 新 聞 （４）第６５４号2018年（平成30年） 1 1月３０日

中学生たちに、これからの歯科医療、そして
歯科医師の魅力を熱く語る北村和夫教授

日本歯科大学校友会

学術フォーラム 2019 開催のお知らせ
と　き／平成31年２月24日（日）　　ところ／日本歯科大学生命歯学部　本館３F・７F

●演者ならびに演題
　最新の理論や技術，整理しておきたい知識などを企画しました。希望の演題を自由にお選び下さい。

　テーブルクリニックはどなたでも聴講可能ですが，実習希望者は各回の定員をご確認のうえお申込みください。
　（申込・入金済の方から先着とさせていただきます）

場所 時間 氏　名 卒回 所　属 職階 演　　題

131講堂

9 :30～11:10 講演1 砂田　勝久 73 生命歯学部
麻酔学講座

教 授 こんな患者が来院したら

12:00～13:00 L S 1 戸谷　収二 81 新潟病院
口腔外科

准教授 ドライマウス診療による口腔機能低下症へのアプローチ

13:20～15:00 講演3 里見　貴史 79 生命歯学部
口腔外科学講座�

教 授 顎骨壊死それとも骨髄炎？～知っておくべき薬･予防･対策～

15:10～16:50 講演5 高田　正典 84 新潟病院
在宅ケア新潟クリニック

講 師 在宅医療31年目の歩み

135講堂

9 :30～11:10 講演2 白瀬　敏臣 77 附属病院
小児歯科

准教授
認知と口腔機能から紐解く小児の歯科的対応　－子どもを上
手に治療するためのヒント－

12:00～13:00 L S 2 小倉　　晋 87 附属病院
口腔インプラント診療科

准教授 口腔内スキャナーは臨床で何ができるのか

13:20～15:00 講演4 小椋　一朗 特 新潟生命歯学部
歯科放射線学講座

教 授
口腔顎顔面領域におけるマルチモダリティイメージングの有
用性：歯科画像診断の最前線

15:10～16:50 講演6 丸茂　義二 69 日本歯科大学 名誉教授 顎関節症患者の概念は新しい局面を迎えている

７F臨床
実習室

9 :30～11:10 T C 1 長谷部俊一 技 附属病院
歯科技工室

医療職員
（歯科技工士）

ノンメタルクラスプデンチャーのキモはここ！

13:20～15:00 T C 2 山瀬　　勝 81 附属病院
総合診療科2

准教授
プレパレーション再考　～ CAD/CAM時代の今こそ支台歯形
成を見直そう！

15:10～16:50 T C 3 石川　明子 70 附属病院
総合診療科1

准教授
オパールエッセンスブースト35％　～新商品　オフィスホワ
イトニング材の勘所～

132講堂 11:15～11:55

P S 高橋　　悠 100 新潟生命歯学部
口腔外科学講座

助 教
ヒト歯肉頬粘膜癌由来扁平上皮癌から樹立した細胞株とその
移植癌組織から樹立した細胞株の性質

P S 関谷　美貴 102 生命歯学部
歯科保存学講座

助 教
ヒト抜去歯の三次元画像データから作製した樋状根管模型ブロック
による手用ファイル操作法の評価

134講堂 11:15～11:55

P S 北　　大樹 96 附属病院
総合診療科1

講 師
上顎左側中切歯にウォーキングブリーチを用いてホワイトニングを
した一症例

P S 佐川敬一朗 100 附属病院
口腔リハビリテーション科

助 教 多摩クリニックにおける口腔機能低下症に関する臨床統計　

　※ＬＳ＝ランチョンセミナー　　ＴＣ＝テーブルクリニック　　ＰＳ＝ポスターセッション

　
新
潟
市
で
は
、
地
域
の
さ

ら
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
人

材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

２
０
１
４
年
か
ら
「
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら
の
提
言
」
を
実
施

し
、
行
政
・
地
域
・
学
生
に

よ
る
新
た
な
大
学
連
携
を
推

進
し
て
い
る
。

　
第
５
回
を
迎
え
た
「
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
」
は
、

８
月
26
日
の
午
後
１
時
か
ら

新
潟
市
役
所
講
堂
で
開
催
さ

れ
た
。
大
学
連
携
協
議
会
加

盟
６
大
学
か
ら
８
グ
ル
ー
プ

の
学
生
が
、
各
々
15
分
間
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
新
潟
生
命
歯
学
部
で
も

「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
あ
る

新
潟
駅
２
番
線
ホ
ー
ム
は
狭

い
け
ど
お
も
い
や
り
を
感
じ

る
素
敵
な
場
所
な
の
♡
」の
題

で
、
１
年
生
の
近
江
ま
り
い
、

駒
形
貴
恵
、
田
邊
由
佳
さ
ん

の
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
た
。

　
提
案
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

犯
罪
の
地
域
予
防
戦
略
を
福

祉
、
公
衆
衛
生
的
視
点
か
ら

再
考
す
る
も
の
で
、
将
来
歯

科
医
師
と
し
て
保
健
、
医

療
、
福
祉
を
担
う
こ
と
か
ら

安
心
、
安
全
な
街
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
存
在
と
な
る
こ

と
を
述
べ
た
。

　
惜
し
く
も
入
賞
し
な
か
っ

た
が
、
講
評
で
は
、
現
在
改

修
工
事
が
進
ん
で
い
る
新
潟

駅
在
来
線
ホ
ー
ム
の
こ
と
も

取
り
入
れ
た
タ
イ
ト
ル
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
が
素
晴
ら
し
い

と
感
想
が
あ
っ
た
。
ま
た
医

療
者
と
し
て
地
域
の
保
健
や

犯
罪
の
防
止
に
ど
う
関
わ
っ

て
い
く
か
、
綿
密
な
調
査
と

具
体
的
事
例
を
基
に
発
表
し

た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

新
潟
１
年
生
﹁
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
﹂で
発
表

新潟生命歯学部１年生の発表は高い評価を得た

ＣＲ充填を体験

歯面研磨に取り組む

スキルラボ部会メンバーと

多摩クリニックで実習した中学生たち

　
東
京
・
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
前

の
附
属
病
院
で
は
、
東
京
都

市
大
学
付
属
中
学
校
キ
ャ
リ

ア
ス
タ
デ
ィ
「
企
業
研
修
」

を
８
月
２
日
に
開
催
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
平
成
27
年
に

同
校
卒
業
生
長
谷
川
伸
一
先

生
（
本
学
71
回
卒
）
の
紹
介

で
実
現
し
た
も
の
で
、
今
年

で
４
年
目
を
迎
え
、
３
年
生

７
人
が
参
加
し
た
。

　
本
年
か
ら
は
、
担
当
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
同
校
Ｏ
Ｂ

の
歯
科
矯
正
学
講
座
鈴
木
章

弘
助
教
が
務
め
た
。
中
学
生

た
ち
は
例
年
通
り
学
内
や
病

院
を
見
学
し
、
北
村
和
夫
教

授
か
ら
歯
科
医
療
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
た
。
宮
下
渉
准

教
授
を
中
心
と
し
た
ス
キ
ル

ラ
ボ
運
営
部
会
員
に
よ
る
、

シ
ム
ロ
イ
ド
を
使
っ
た
コ
ン

ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン（
Ｃ
Ｒ
）修

復
や
歯
面
研
磨
な
ど
模
擬
診

療
を
体
験
し
た
。

　
ま
た
、
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
７
月
10
日
・
12
日
の
両

日
に
わ
た
り
、
東
京
学
芸
大

学
附
属
小
金
井
中
学
校
２
年

生
３
人
が
職
場
体
験
実
習
に

参
加
し
た
。

　
受
付
業
務
・
患
者
対
応
補

助
・
診
療
見
学
・
言
語
訓
練

見
学
と
、
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク

な
ら
で
は
の
医
療
現
場
を
体

験
し
た
。
当
初
は
一
般
の
歯

科
診
療
所
と
思
っ
て
い
た
様

子
だ
っ
た
が
、
実
習
終
了
時

に
は
要
介
護
や
障
害
の
あ
る

人
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野

に
興
味
を
持
っ
た
と
感
想
を

話
し
て
い
た
。（
病
院
事
務

部
長
　
鈴
木
洋
一
）

国内唯一の歯科大学併設の

認知症カフェ

　
新
潟
生
命
歯
学
部
で
は
、

講
堂
内
の
旧
・
喫
茶
店
ア
ン

グ
ル
を
改
修
し
、
12
月
に

「
エ
ヌ
・
カ
フ
ェ
・
ア
ン
グ

ル
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　
こ
の
カ
フ
ェ
は
全
国
の
歯

科
大
学
初
の
開
設
で
、
月
に

一
回
程
度
認
知
症
対
応
へ

の
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
企

画
す
る
。
認
知
症
の
方
た
ち

を
地
域
で
支
え
る
本
学
が
提

唱
す
る
取
り
組
み
の
一
環

で
、
本
人
や
家
族
・
友
人
も

参
加
で
き
る
。

初
の
認
知
症
カ
フ
ェ

12
月
、
新
潟
に
オ
ー
プ
ン

　
明
年
２
０
１
９
年
歯
学
会

大
会
は
、
６
月
８
日
の
土
曜

日
、
東
京
の
本
学
生
命
歯
学

部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

大
会
長
は
生
命
歯
学
部
歯
科

麻
酔
学
講
座
の
砂
田
勝
久
教

授
で
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
研
究
成
果
と
臨
床
応
用
」

中学生が職場体験
附属病院・多摩クリニックで

２
０
１
９
年
歯
学
会
大
会

６
月
８
日
、
東
京
で
開
催

※TC＝テーブルクリニック LS＝ランチョンセミナー
●ミニデンタルショー【９：００～１７：００】場所：３F １３２講堂，１３４講堂

先生方、お待たせしました！毎年２月のメガイベント、「学術フォーラム２０１７」の季節が近づいてまいりまし
た。今回も校友会会員の皆さまにもっともっと喜んでいただけるよう、結果にコミットする充実のラインナップ
をご用意しました。今年度は、講演時間１００分の演題を８つ（講演６題・テーブルクリニック２題）と好評のラ
ンチョンセミナー（６０分）、それから…初の試みとしてポスターセッション（６題）まで行う構成に。ミニデン
タルショーもご期待ください。複数会場で同時進行しますので、受講者はランチョンセミナーを含む最多４題に
加えてポスターセッションまで受講することができます。より多くの先生方のご参加をお待ちしています。
学生さんならびに研修医の皆さん�「学術フォーラム」では毎年、各分野トップの人気を誇る先生をお招き

しご登壇頂いています。歯科医師としてこれから何を学んでいきたいかを考えるチャンスでもあります。
奮ってエントリーして下さい�

と き／平成２９年２月２６日（日） ところ／日本歯科大学生命歯学部本館３F・７F
●演者ならびに演題
最新の理論や技術、整理しておきたい知識などを企画しました。希望の演題を自由にお選び下さい。
テーブルクリニックはどなたでも聴講可能ですが、実習希望者は各回の定員をご確認のうえお申込下さい。
（申込・入金済の方から先着とさせていただきます）

日本歯科大学校友会

学術フォーラム２０１７開催のお知らせ

氏 名 卒回 所 属 職 階 演 題

１３１
講
堂

講演１ 小林隆太郎 ７３ 口腔外科 教授 すぐわかる
「色からみる口腔粘膜病変 ―口腔がんを見落とさない―」

講演３ 都築 民幸 ６６ 歯科法医学講座 教授 子ども虐待を防止する
―マルトリートメントへの対応―

講演５ 岩原 香織 ８８ 歯科法医学講座 講師 必要とされる支援を、必要とする被災者に
―災害時の歯科医療救護―

１３５
講
堂

講演２ 田中 浩祐 ９１ 石井歯科医院勤務 － 患者利益のエンドとは？
―外科的歯内療法の過去と現在―

LS 北村 和夫 ７５ 総合診療科 教授
NiTi 新時代
―今までの常識を覆す非超弾性ファイル
HyFlexTMCM・HyFlexTM EDMの特徴と使用法―

講演４ 中原 賢 ９５ 先端研究センター 准教授 超高齢社会に求められるインプラント治療

講演６ 村岡 秀明 － 千葉県開業 － 下顎顎堤吸収の進んだ症例にどう対応するか

７F
臨
床
実
習
室

TC１ 富永 毅 － 附属病院
歯科技工室

医療
職員

ファイバーポストを応用したレジン支台築造における
成功への条件

TC２ 石黒 一美 ９２ 歯周病学講座 助教 基礎から学べる歯周治療

１３２
講
堂

ポスター 河合 麻友 １０２ 総合診療科 臨床
助手

ホワイトニングのイメージ調査
―千代田区区民公開講座を実施して―

ポスター 安部 美紀 １０１ 総合診療科 臨床
助手 患者さんに喜ばれたウォーキングブリーチの一症例

ポスター 義隆 伸之 － 総合診療科 臨床
助手

顎関節症における生活習慣指導
―医師指向型アプローチが増悪因子として働いた１例―

１３４
講
堂

ポスター 西田 太郎 ９８ 歯科保存学講座 助教 ラバーダム防湿への誘い

ポスター 櫻田 綾子 － 総合診療科 臨床
助手 こんなに長持ち� ホームホワイトニング

ポスター 中原 貴 ８８ 発生・再生医科
学講座 教授 歯髄細胞バンクの現状と将来展望

QRコードからもご覧いただけます。
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